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皆様方からの募金は大変ありがたく、大切に使わせて
いただきました。年々、障がい者メンバーの人たちの中
には、様々な事情が出てきてわずかな年会費を払えな
い方もおります。
彼らが一生懸命働いてもごくわずかの工賃しか彼らに
は支払われません。指揮・指導・ピアニストには少なくと
も謝礼金が必要ですが、大変素晴らしい指導をしてく
ださいます。今後も出来る限り事業を続けていきたいの
で、今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。

知的（身体）障がい者のスキルアップ音楽活動事業名

身体ほぐし体操、発声練習、ハンドベル演奏（練習）、楽器（フルート、
太鼓、シンバル、タンバリン、鈴、カスタネット、トライアングル）演奏練
習、クリスマスコンサート・自主イベント音楽会・市民音楽会の開催

重度の障がいがあったとしても、真剣に指導することにより驚くべきス
キルアップ効果があります。本人たちも達成感を得ることができて、自
信につながります。舞台での発表は障がいのない一般人を感動させ
る力もあり、練習の成果を発揮します。一人でも多くの方々に障がい
者の可能性を感じていただく事業です。

活動内容・目的

合計回数：３３回
４月（２回）、５月（２回） 、６月（５回） 、７月（２回）、
８月（２回）、９月（２回）、１0月（８回） 、 11月（２回） 、 
12月（２回） 、１月（２回） 、２月（２回）、３月（２回）

開催

回数

募金に協力していただいた方へのメッセージ



会を立ち上げて十九年。音楽療法活動は始めて十六
年目になりました。
小学校低学年だった子供達は市内の作業所に通う社
会人になりました。音楽療法のクラスは社会人クラス、
高校・中学生クラス、小学生クラスの３クラスが活動を
しております。ハンディをもっている当事者達は休日も
家族で過ごすことが多く、地域での居場所が少ないた
め、コロナ禍においてもこの活動は地域活動としても貴
重な活動になっております。
募金をしてくださった多くの方々に心からお礼を申し上
げます。これからも地域で充実した活動を続けられるよ
うに頑張ります。

音楽療法講座事業名

・音楽活動を通して療育活動を行う事業。
・障害をもった当事者達が地域で安心して過ごせる居場所確保。
・活動中、送り迎えをしている保護者達が集まり近況や情報交換。

音楽を通して情緒の安定や身体機能の改善や維持や感覚統合のコ
ントロールや促進を得る。
役割分担や順番を待つことによって、社会性を育み、自己表現の幅を
広げる。
クラスのメンバーの仲間意識や協調性が育つ。

活動内容・目的

合計回数：６６件（１日３件開催）
４月、５月（2日間）、６月（2日間）、7月（２日間） 、８月、
９月（２日間）、 １０月（３日間） 、11月（2日間） 、
12月（2日間） 、1月（２日間）、２月、３月（2日間）

募金に協力していただいた方へのメッセージ

開催

  回数



コロナ禍より３年ぶりの日帰り歩行訓練となりました。
近くの外出でさえも大変な中、リフト付バスにより遠くへ
外出することができ、喜びもひとしおです。
見事な牛久大仏を見ました。場所が広いので歩くのが
大変でしたが、お天気に恵まれたおかげで景色を眺め
ながらお参りもして良い歩行訓練ができました。
昼食は場所がバリアフリーでなかったのが残念ですが、
久しぶりのみんなでおいしい会食となり、ハム工場見学
では試食まで用意していただき仲間と楽しい思い出と
なりました。

久しぶりに皆の良い笑顔に出会え
ました。みなさまの募金のおかげ
で感謝と元気をいただきました。
本当にありがとうございました。

令和４年度日帰り歩行訓練事業名

ひまわり友の会（元ひまわり作業所）の心身障害者と
ボランティア（元補助員他）が、お互いに協力しあい、
リハビリを兼ねて親睦と交流を図る事業。

活動内容・目的

１回
開催日時：令和５年３月１１日（土）

開催
回数

募金に協力していただいた方へのメッセージ



募金者の方々、募金を集めてくださった方々、
寒い中で本当にありがとうございます。
皆さまのご支援に心から感謝いたします。

令和４年度「リフトバスの旅行会」（日帰り旅行）事業名

外出に多少の困難のある障害者の貴重な旅行機会と
なる事業。体験で見聞を広め、会員同士の交流を深
め、明日への活力になる。

活動内容・目的

１回
開催日時：令和４年１０月９日（日）

開催
回数

募金に協力していただいた方へのメッセージ



ご寄付いただいた方に心より感謝申し上げます。
会員の高齢化と若い世代の会離れのため、会員減少
が進み、会の活動が思うように進まない状況の中、助
成金という形でご協力いただけて本当にありがたいで
す。コロナ禍になり、一層活動が小さくなってしまいまし
たが、一人ひとりの小さな声を大きくして伝えるための
団体だと信じ、頑張っていきたいと思っておりますので、
これからもご支援を頂けるようお願い致します。

会報誌『イマジン』発行事業名

私たちの子どもたちの存在や日常の様子を会報誌を
通じてお伝えする事業。
会の活動や障害児者への理解を深めていただく。

活動内容・目的

１回
令和４年６月発行

開催
回数

募金に協力していただいた方へのメッセージ
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